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高い光電子物性を有する有機・無機ハイブリッド鉛ハライドを中心とする半導体材料のペロブ

スカイト結晶を光吸収層として、ｎ型半導体およびｐ型半導体と接合して形成される、全固体塗

布型太陽電池のペロブスカイト太陽電池は、２２％を超える高い変換効率と安価な使用材料、お

よび簡便なデバイス形成プロセスから近年注目されている。この、有機無機ハイブリッド半導体

の結晶化において、加熱温度制御と、その結果である薄膜の化学組成制御はペロブスカイト太陽

電池の高効率化において重要である。本研究では、太陽電池積層膜界面に直接的に熱エネルギー

を供給する方法として 2.45GHz の周波数を有する電磁波のマイクロ波を共振させたキャビティ内

にて積層膜界面を電磁波振動方位に対して並行に配置することで、界面に選択的に電磁波を吸収

させることで直接的にエネルギーを供給し、これにより効率的、迅速、かつ高い制御性にて低温

でペロブスカイトを結晶化させるプロセスを提案する 1。さらには形成されたペロブスカイト結晶

薄膜の結晶物性の解析、およびその薄膜を用いた太陽電池デバイスの光電変換特性について評価

した。さらにはバンドギャップ発光による光生成キャリアの移動物性を踏まえて、従来のホット

プレートによる加熱方法と、本方法によるペロブスカイト結晶の違いについて議論し、マイクロ

波加熱により誘起される高効率化因子について議論する。 

有機無機ハイブリッド薄膜は、基材上に CH3NH3I と PbI2をモル比 1:1 にて混合した溶液、およ

び CH3NH3PbI3 を基本組成としてカチオン種を Cs およびフォルムアミジニウム（FA）、さらにア

ニオン種にBrを混合した前駆体溶液をそれぞれ塗布し、

貧溶媒を回転塗布中に滴下する方法を用いて成膜した

2。これらを、SEM（Fig. 1）、XRD、UV-Vis で評価する

とともに、デバイス特性について I-V 特性を擬似太陽

光照射下にて評価した。さらに、バンド端発光の寿命

評価により薄膜物性とデバイス特性の相関を議論する。 
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Fig. 1. SEM images of perovskite films annealed 

with hotplate (HP) and microwave (MW).1
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